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図 2 学習方法等についてのまとめと具体的対応 
 
















































図 4 文字を書くことのバランスから考える 
 













































4-1  リテラシィのために 漢字学習との関係で 
 
図 6 めざす方向性（学力）として 
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図 9 子どもたちの「雲」の実態（模式図） 
図 10 子どもたちの実態に即した学習のために 
